
高効率モーター
省エネ化を一層推進する

低
損
失
を
徹
底
的
に
追
求
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
化
へ

　省エネ社会の確立に向けさまざまな観点でアプ
ローチが進む今、注目されるのが低損失を徹底的
に追求して設計・製造された高効率モーターの普
及。カギを握るのは各国で先行して進む効率規制
と日本国内での規制開始動向だ。日本電機工業会
は電機メーカーが集まる団体として、世界の効率
規制動向の情報収集のほか、国内での規制開始に
向けての動きにも関わっている。そこで高効率モ
ーターの導入メリットや規制に向けた現在の進ち
ょく状況などを解説してもらった。

執筆日本電機工業会

は
じ
め
に

高
効
率
モ
ー
タ
ー
と
は

導
入
の
メ
リ
ッ
ト

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ９月２４日 月曜日 　　

　
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
は
４
％
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境

下
に
お
い
て
安
全
で
快
適
な

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
同

時
に
、
資
源
の
枯
渇
や
環
境

保
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
限
り

あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限

に
効
率
的
に
使
用
す
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
わ
が
国
で
の
省
エ
ネ
法
に

お
け
る
「
特
定
機
器
」
の
要

件
は

大
量
に
使
用

相
当

量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
―
を

満
た
す
場
合
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
要
件
が
そ
ろ
え
ば
い
わ

ゆ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
化

に
向
け
、
適
用
機
種
や
目
標

基
準
値
の
策
定
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
こ
の
策
定
は

経
済
産
業
省
の
総
合
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
準
部
会
の
傘
下
に
判

断
基
準
小
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
行
わ
れ
る
。

　
「
三
相
誘
導
電
動
機
」

以
下
モ
ー
タ
ー

に
つ
い

て
は
、
２
０
１
１
年
１
月
に

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
化
に
向
け

た
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
に
寄
与
す
る
高

効
率
モ
ー
タ
ー
に
お
け
る
推

進
状
況
に
つ
い
て
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

　　　　　　　
日
本
工
業
規
格

Ｊ
Ｉ

Ｓ

に
お
い
て
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

４
２
１
２
」
が
規
定
し
て
い

る
も
の
が
い
わ
ゆ
る

高
効

率
モ
ー
タ
ー

で
あ
る
。
ま

た
そ
の
効
率
ク
ラ
ス
は
Ｊ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
４
０
３
４
―
３
０
に
よ

っ
て
、
対
象
出
力
０
・

―
３
７
５

の
モ
ー
タ
ー

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
国
際
的
な
規
格
と

し
て
は
「
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
０
３

４
―
２
―
１
」
が
効
率
の
算

定
方
法
を
規
定
し
て
お
り
、

「
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
０
３
４
―
３

０
」
が
そ
の
算
定
方
法
を
用

い
て
効
率
ク
ラ
ス

Ｉ
Ｅ
コ

ー
ド

を
規
定
し
て
い
る
。

　
次
に
高
効
率
の
上
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
「
プ
レ
ミ
ア

ム
効
率
」
を
含
む
高
効
率
モ

ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ

６
０
０
３
４
―
３
０
／
Ｊ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
４
０
３
４
―
３
０
で
規

定
す
る
適
用
範
囲
、
効
率
ク

ラ
ス
、
従
来
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
製
品

と
の
比
較
な
ど
を
示
す
。

【
適
用
範
囲
】

以
下
の
全

て
に
該
当
す
る
モ
ー
タ
ー

・
単
一
速
度
三
相
か
ご
型
誘

導
電
動
機

商
用
電
源
駆

動

・
定
格
出
力

０
・

以
上
―
３
７
５

以
下

・
極
数

２
極
、
４
極
ま
た

は
６
極

・
定
格
電
圧
と
周
波
数

１

０
０
０

以
下
、

お
よ

び・
使
用
の
種
類

連
続
使
用

Ｓ
１

、
反
復
使
用

Ｓ

３
、

％
以
上
の
負
荷
時
間

率
を
も
つ

・
ギ
ア
モ
ー
タ
ー
、
ブ
レ
ー

キ
付
き
モ
ー
タ
ー
お
よ
び
防

爆
形
モ
ー
タ
ー
、
商
用
電
源

で
運
転
が
可
能
な
イ
ン
バ
ー

タ
ー
駆
動
専
用
モ
ー
タ
ー
も

対
象
で
あ
る
。

【
適
用
対
象
外
】

　
イ
ン
バ
ー
タ
ー
駆
動
専
用

モ
ー
タ
ー
や
ポ
ン
プ
な
ど
機

械
に
組
み
込
ま
れ
て
分
離
し

て
試
験
が
で
き
な
い
も
の
は

対
象
外
で
あ
る
。

【
効
率
ク
ラ
ス
】

　
効
率
ク
ラ
ス
と
は
効
率
基

準
値
を
ク
ラ
ス
で
分
類
し
た

も
の
で
、
図
１
、
図
２
の
通

り
で
あ
る
。

　　　　　　　
モ
ー
タ
ー
は
産
業
部
門
に

お
い
て
ポ
ン
プ
、
送
風
機
、

圧
縮
機
な
ど
の
多
様
な
用
途

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

年

に
実
施
さ
れ
た
資
源
エ
ネ
庁

の
「

年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
機
器
実
態
等
調
査
」
で

は
、
日
本
に
お
け
る
普
及
台

数
は
約
１
億
台
と
し
て
い

る
。
モ
ー
タ
ー
に
よ
る
電
力

損
失
は
世
界
の
消
費
電
力
量

全
体
の

―

％
を
も
占
め

る
と
さ
れ
、
全
体
で
見
れ
ば

相
当
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
す
る
機
器
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
効
率
改
善
に

よ
り
大
き
な
省
エ
ネ
効
果
が

期
待
で
き
、
高
効
率
モ
ー
タ

ー
の
適
用
に
よ
り
夏
期
ピ
ー

ク
時
な
ど
の
電
力
不
足
に
向

け
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に

役
立
て
ら
れ
る
と
言
え
る
。

次
ペ
ー
ジ
下
段
に
続
く


